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死の集合表象
一一 g体と霊魂・生者と死者一

阿久津昌三

エ　はじめに

　死の儀礼とシンボリズムに関する優れた作品に！907年の『社会学年報』に掲載されたロベ

ール・エルツの「死の集合表象の研究への一考察」という論文がある。この論文の主題は

「二次埋葬」の慣習であり，死体の操作を通して「死」の集合表象を閣らかにしょうとする

ものであった。この意味で，彼はデュルケムの弟子として比較社会学の発展に貢献すること

になった（1）。この論文の意義については，ニーダム夫妻による英訳に寄せたエヴァンズ＝プ

リチャードの序文のなかに読みとることができる。

　「エルッの論文は全体と部分とを統合する記述の例証であり，諸事実のもつ意味はひとつ

ひとつばらぼらの諸事実それ自体のなかに示されるのではなく，それらの諸事実の相互関係

のなかに示されている。つまり，人類学者は，これらの個々の諸事実の相互関係や，それゆ

えに，それらの全体の意味を明らかにするのである。インドネシアにおける死者の二重処理

の意味を理解するためには，死霊について抱かれている信仰や服喪規範を知らなければなら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パタ　ン
ない。だが，ひとたび死の三局面一死体，霊魂，服喪者一の様子を把握すれぽ，ただちにこ

れらがどれも移行の観念を表わしていることが理解されるのである。さらに，なぜ支配者の

死が公にされないのか，なぜ寡婦がすぐに相続したり再婚をしてはならないのか，なぜ老人

や幼い子どもの死体が異なる扱いを受けるのかが理解できるのである。」（2）

　エルツの論文は賞賛をもってしぼしば引用されるのにもかかわらず，「右手の優越」の論

文と比べると「死の集合表象」の論文は人類学の文献のなかで詳細に論じられることは少な

い。こ一ダムによるエルツの再評価も前者の論文についてであり，この論文は左と右の二項

的な対立関係に関する論文集に収録されたが，後者の論文が掲載された英訳本は現在では絶

第！図　アサンテの葬儀
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版となっている（3）。エルッの論文は「死」の習俗と観念を時間的な儀礼過程のなかでとらえ

ようとするファン・ヘネップの通過儀礼論に受け継がれることになった。しかしながら，エ

ルッの論文を評価する人類学者がいないというおけでもなく，ジャック・グディ（Jack

Goody），モーリス・ブロック（Maurice　Bloch），リチャード・ハンチィントン（Richard

Huntington），ピニター・メトカーフ（Peter　Metcalfe）などの人類学者たちはエルツの論

文をもとに死の儀礼に関する社会学的，象徴的な分析を行っている（の。本稿では，『ザ・パ

イオニア』紙に掲載されている死亡広告を分析することによって，身体と霊魂，生きる者と

死せる者との関わりで，アサンテにおける死の集合表象を解読することが目的である。

2　死の儀礼

　アサンテにおいて葬儀は埋葬の日に営まれるのではなく，埋葬後，数日や数週間，ときに

は5，6年以上も経過してから行われることがある。葬儀は死の発生後には次のような手続

きを経て行われる（5）。

　a　死亡すると遺体は部屋に安置される。この場合に，親族たちは「泣く」ことを禁じら

　　れる。「泣く」という行為によって，死者が耳が遠くなると信じられている。死亡する

　　と使者によって死の知らせが母系リニージの長（oφαη勿）と親族たちに，また，死者

　　の父または後継者の父に知らされる。

　b　この手続きを経て，死体を棺に納める醜に，女性たちによって湯灌が行われる。湯灌

　　は3回行われるが，母方親族が死体の右側，父方親族は死体の左側をふき清める。

　c　ふき清められた死体は死者が生前に着ていた布を引き裂いて頭，首，手首，腰に巻か

　　れ（この状態は埋葬されるまで続く），また，死体の身体には金細工などで装飾される。

　d　死亡通知が広まると親族たちは死を悼んで遺体の周囲で働実することが許される。死

　　亡通知が行き渡った後には「断食」と「葬儀」の儀礼が行われる。料理は死者の母方親

　　族と父方親族とで共同で行われる。この際，母方親族はヒツジ，ニワトリなどの肉や食

　　料を提供する（断食の期間は以前には7日間，現在では3日間程度である）。

　e　親族たちは頭の髪を剃りおとして，集められた髪の毛が家の入口におかれる。この量

　　は死者の名声がどのくらいなのかを測る基準となる。遺族たちは赤い粘土を肩や額に塗

　　りたくり，未亡人（寡婦）はうフィアヤシを肘につけて故人との関係の深さを表現する。

　f　葬儀の費用はンサ＠5α）と呼ばれるが，会葬者の寄付で賄われる。その不足分は親

　　族で調達し葬儀の約！週間後に収支決算が行われる。

　9　埋葬するための墓は母方親族と父方親族とで掘られる。

　死の知らせが公にされる前には「泣く」という行為は禁止される。この行為は死者が耳が

遠くなりあの世への道に迷うと考えられている。これ，に対して，死の知らせが公にされた後

にはむしろ死を悼んで働溶することが求められる。「泣く」という行為は「聲」のもつ境界

的な性格に起因している。前者の場合には，「泣く」という行為に対する忌避は，表象と現

実，この世とあの世という二つの世界の均衡のとれた関係を崩してしまうという「負」の記

号として機能している。後者の場合には，「暴騰」という行為がむしろ積極的に要求され，
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第2図　喪に服する女たち

あるいは必要とされ，二つの世界の均衡のとれた関係を維持するという「正」の記号として

機能している（6）。川田順造は「死者の名を呼ぶ」という行為について次のように記述してい

る。

　「死者の名を呼ぶことは，死の側に入ってしまった者を，新生児の場合とは逆に，はっき

り死の側に位置づけながら，ことばによって生者とかかわらせる行為だ。これには，死者と，

名であることぽと，生者との関係で，いくつかの相が認められる。

　まず，死の直後の，まだ死者が遺体として現前としている状態で，死者を生前直接知って

いた人たちが，死体を揺さぶったりしながら，故人の〈裸の名〉や緯名や親族名称で呼びか

ける相がある。モシ社会に限らず，アフリカの多くの社会で，死の直後親族や近隣…の女たち

が号泣する習俗があり，これはある家で人が死んだという声の合図にもなる。それを聞きつ

けて近所の老婆やおかみさんが集まってくるが，死者の出た家の屋敷囲いに入るが早いか，

もう感染して大声に泣きはじめ，泣きながら死体の寝かしてある家長の年長妻の小屋まで来

て，さらにはげしく泣き，死者の名を呼んでは泣く。手放しで，露天の屋敷囲いの中を歩き

まわりながら，死者の名や，この上なくなまな悲緻のことばを涙声でまじえまじえ，大声を

あげて泣く。高低さまざまな声が，あたりかまわずふりまかれ，泣いている女同志がぶつか

ったり，抱きあったり，すれちがって歩いたりしながら，ひたすら泣く。男たちは声は立て

ずに，ある者は涙ぐんで，この女たちの声に気を呑まれたように，神妙にうずくまったり，

じっとうなだれたりして，死者の魂がからだを離れたあとの朝の，真昼の，あるときは夜中

の，数時間をやりすごす。」σ）

　泣き叫ぶという行為の根底には悲痛な感情を表現するものであると同時に，〈哀悼〉は死

の儀礼の重要な要素となっている。また，ここには生者の頭髪を死者に捧げる「髪」の神秘

性という死の儀礼の場面を解読することができる。この慣習は死者の名声を測る尺度となる

が，今田では髪の毛を剃りおとしたくなけれぽ寄付を多くすれぽ許される（8｝。さらに，かつ

てアサンテでは葬儀の費用をどのくらい負熱するかは死者との親族・姻族関係によって厳密

に決められている（9）。
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3　「暦」と死の儀礼

　ガーナの三大紙のひとつ『デイリー・グラフィック』（Z）αめG吻耽）々こは毎日死亡広告

が掲載されており，『ゴースト・デイリー壽（G勿s’Dα吻）と皮肉られているほどである。

また，首都アクラについで「第2の都市」と呼ばれるクマシで発行されている新聞『ザ・パ

イオニア』（コnぬ8　2つガ0η6θア）という地方紙も．また死亡広告が紙面の約半分を埋めている（この

新聞は，基本的には毎日発行されているが，死亡広告が集まらない時には休刊という状態で，

また，死亡広告以外の記事は国際問題や国内政治などのダイジェスト版であり，まさに死亡

広告のために発行されているといっても過言ではない）。アサンテでは，葬儀の盛大さは死

者の名声に比例するということから，人々は葬儀に巨額な金を投じることもあって，派手な，

葬儀や広告を法律で禁止しようとする提案も教育委員会を中心に出ているほどである。

　死亡広告には，死者の氏名，職業や役職，年齢，写真，死亡の日時，儀礼の日程（通夜，

埋葬と葬儀，感謝の儀式などが記載されている。その下の欄には，喪に服する人々の氏名，
　　　　　　　　　　　　きょうだい
寡婦（または寡夫），両親，兄弟姉妹，子，孫，曽孫の氏名（職業や役職，居住地域）など

が記載されている。死亡広告を新聞に掲載するためには公立中学校寄宿企生徒の一学期分の

学費に相当する費用がかかる。この費用は「金持ちは2万ドル，中流階級でも2千ドルは使

っている」（1988年現在）という。このため教会や首長たちからの批半目の声があがり，派手

な葬儀や広告を法律で禁止しようとする生活改善運動の提案も出ているほどである（10）。

　ここでは新聞に掲載されている死亡広告を分析する前に，アサンテにおける暦と儀礼との

関わりについて述べな：けれぽならない。アサンテには6日中「週」＠侃30％）と7日の

「週」＠卿。伽のとの組み合わせからなる42日を一か月と数えるアダドゥアナン

（α4α4z4αηαη）と呼ばれるアカソ暦がある（αぬ4躍襯αηとは，語源的には4αとα伽侃侃

との組み合わせからなる語で，磁は「日」を，α伽雌粥は「40」を指す。すなわち，

σ磁伽研学とは「40日」を意味する。実際には6日と7日を掛けあわせて42日となる）（11）。

　6日の「週」がηωoησ，フzy4　Zεπγπ，んωα窺6，溺。ηo，ノbからなり，7臼の「週」は，

磁舷0（水曜），y卿0（木曜），加（金曜），窺θ瑠（土曜），勧αεガθ（田曜），4ω0（月曜）

からなる。したがって，6日の「週」と7日の「週」とを組み合わせからなるアカソ暦は次

のように表わされる（第1表参照）。

　　　　　　　　　　　　　　　　第！表　アカソ暦

1ηωoηα観4々κ0

6ル伽0
11規。η07π6η6

16んωの伽0

21んz‘73のθηπ

26頑yゴ伽αs諺

31　πz｛ノ。η6グ乞6

36ノわz｛ノ34々％0

41　7πoη04z｛ノ。

2漉ツ加ω0

7ηzooη融67刎

12カ々ω嬉6
17　7フ¢oη（り琶〔～

22ん躍αωz‘んz‘0

27ん㍑γz64卿0

32肋y鋤6麗
37η卿。ηの2αω0

42カゐε照

3んz〃緬ε

8噛頭協‘勧。

！37¢zθoηβ4ω0

18プ伽θη召

23　襯。η（汐αzoo

28んz〃αう伽α

33々z‘7読ωαs飽

38嬬頭6

4々ωσ窺6ηθ

9々寓目α卿0

147娩顕δ6ηα

！9ηωα¢盈ω薦ガ6

24．顔6

29　規。ηoz〃z‘々π0

34　々躍α4zoo

39ん％7％窺67zθ

5規。ηo々ωαs毎

10伽φ6
15々％7πzθ読κ0

20耐油4ω0

25フzω07zα窺67留

30初側0
35　彿。ηoゐ6ηα

40勉。α々z｛ノαs陀
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○ ⑧ ◎
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監

O ⑧ ◎

纈例4） F66

○ ⑱ ◎

D

〔環例5｝ F75
○ ⑧ ◎ D
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○ ⑳

〔畠田7〕 M77 D ○ ⑧
〔禦例8〕 F100 D

○ ⑧ ◎
〔語例9〕 M60

l58 D
D

○ ◎ ◎
（纂例1G〕 M90 D ○ ⑧ ◎
（箏例11） M～ D

○ ㊤ ” ㊥

〔華例12｝ FlO7
○ ◎ 鱈 ⑧ ド

D

〔穣例13〕 F2 A
〔事例ユ4） F～

D
C〔嬢例15〕 M42 D o

〔禦例i6） F95
○ ② ◎

D

〔離例三7〕 M～
D
C〔箪例18〕 M60

D
C陣例19〕 M29 D ④

〔漿例20〕 M90 D
O o ⑪

〔瑛例21） M72
⑧

D

〔禦例22〕 M70 ○ ④

〔蕩例23〕 M72 ○ o ◎

〔禦例24） ○ ④ ◎
〔那例25） F～

D
C〔那例26） 無81 O ⑳ ◎

〔学習27〕 F75
○ ⑧

D

乱曲8〕 F81
○ ㊥ ◎

D

〔避鯛29〕 M79
○ ⑧ D

C〔纂伽0〕 M76 D ○ ⑦ ＠
〔事｛粥31〕 F90 D ○ ③ 6 o F

〔事例32〕 M74
○ D
◎野饗33〕 ②

豊凶34〕 F～ ○ A
陣例35） F55

○ D
⑳

◎

〔導綱36） M6G
D
C〔專例37｝ F～

一　　「

蓋
旦

〔墨罫｛弾38） M～
雫　　， 榊　　辱 幣　　惰 ，　　幣

δ P
⑲

璽
セ
噛

R　　辱

〔事例39） M～ D w
〔上例40〕 FP

D
C

○ ⑧ ◎

〔讐；例41〕 MP D ○ ㊥
〔番士例42〕 M～

○ ⑳ ◎
D

〔凸型43〕 M2 D ○ ⑧ ◎
〔導：綱44〕 F56

D
C

○ ⑧ ◎

陣例45） 1｛105 D ○ ⑤ ◎
〔鐵例46｝ M～ D

A
〔箏例47｝ M～

曹　　一 冒　　幽 富　　顧 曽　　剛 曽　　駒 熊　　， 悸　　櫓 脚　　”

夏
騨　　騨 x 曹　　一 牌　　暫 ”　　鵬 鼎　　曹

〔駆例48） M～
○ ④

D

D　　：date　of　death

O　　＝wake・keepin9

⑦　　：buria】and　funeral　rites

⑳脇　：burial　r童te　　　　⑳F　＝funera［rites

◎：thanlくsgivin慕seゴvlce

C　　：40th　day　celebratiQn

A：貸rst　anniversary　celebratioa

W：戴rst　week　celebratlon

　　　第3図　死の儀礼プロセス
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　　第3表　死の儀礼プロセス

time space

date　of　death wake・keei）ing

@　　O

burial／funeraI

@⑪or鯉
thanksgivin締

@　　◎

Place　of

р・≠狽

Place　of

@O
place　of

Gor④【二

P｝ace　o｛

@◎
臨例1） 29／12／92（TUE） 22／1／93（FRI） 23／1／93（SAT） 24／1／93（SUN） Kumasi Kumasi HOmetOWn【～

jumasiF
Kumasi

〔窺例2〕 8／1．／93（FRI）’ 5／2／93（FRI） 6／2／93（SAT） Kumasi Kumasi Kumasi

〔蹴倒3〕 10／12／92（丁夏｛U．）

5／2／93（FR正）

22／12／92（TUE）

@6／2／93（SAT） 7／2／93（SしrN）

Kumasi

Kし1masi

HOmetown駐
jumasiF Kumasi

籐例4） 29／12／92（TUE） 5／2／93（FRI） 6／2／93（SAT） 7／2／93（SUN） KUmasi HOmetown HOIれetown HOmetOWn

縛1例5） 25／12／92（FR互） 22／1／93（FRI） 23／1／93（SAT） 24／1／93（SU飛〉 ♪ HometOWn Hon玉etown Hometown
〔烈風6〕 7／11／92（SAT） 6／2／93（SAT） 7／2／93（SUN） HOmetown Hometown 1｛ometoWn 1｛OmetQWn

〔纂例7） 2〔｝／1／93（WED）

5／2／93（FRI＞

　2
U／2／93（SAT）

KUmasl
Kumasi

HometOWnl監
jumaslF

〔壌例8〕 3／12／92（THU） 5／2／93（FRI） 6！2／93（SAT） 7／2／93（SUN） Hometown HOmetOWn HometOWn HometOWn
〔事例9〕 8／工／93（FRI） 5／2／93（FRI） 6／2／93（SAT） 7／2／93（SUN） Accra KUmasl HometOWnll Kumasi

3／11／92（丁臓） 5／2／93（FRI） 6／2／93（SAT） 7／2／93（SUN） New　Yo零・k K“masi KumasiF

臨例10） 2／1．／93（SAT） 5／2／93（FRI） 6／2／93（SAT） HometOW…1 HometOWn

臨例1ユ） 31／王2／92（THU） ユ6／2／93（TUE） 三8／2／93（THU）

Q0／2／93（SAT）

Kumasi Hometown HometOWnB

gometoWnド

〔事伽2） ユ6ノユ／93（SAT） 16／2／93（TU£） 18／2／93（THU）

Q0／2／93（SAT）

21／2／93（SUN） Kumasi HOInetown HometOW11“
jurnasiF

Kumasl

〔轟朔13〕

〔纂例14〕

陣例15〕 12／2／93（FR！） 21／2／93（SUN） KUmasi つ Kumasi

〔駐享例16〕 15／1／93（FRI） 19／2／93（FRI） 20／2／93（SAT） 21／2／93（SUN） Kumasi KUmasi HometOW罰 Kumasi

〔窺例17〕

〔穣例18〕

〔蹴倒19〕 14／2／93（SUN） 20／3／93（SAT） Kumasi Kumasi

繊細20〕 7／1／93（T肌「） 20／2／93（SAT） 21／2／93（SUN） Kumasi HometOWn
〔纂例21〕 1？／1／93（SUN） 2⑪／2／93（SAT） HOmetOWn HOmetOW葦｝

〔導：嗣22〕 P 26／2／93（FRI） 27／2／93（SAT） Accra Kumasl HomeしOW】1

〔窮例23） ～ 26／2／93（FR王） 27／2／93（SAT） 28／2／93（SUN） ～ Hometown HometOWn HOmetown

〔璽例24〕 フ 3／3／93（WED） 　4／3／93（丁王｛u）

`8／3／93（MON）

14／3／93（SUN） Kumasi Kumasi Kumasi Kumasi

鱗例25）

〔購例26） 2 26／2／93（FRD 27／2／93（SAT） 28／2／93（SUN） Kumasl KUmasi KUmasi KUmasi

〔窮例27） 7／2／93（SUN） 26／2／93（F沢1） 27／2／93（SAT） つ Hometown ｝lometOWn

〔講例28〕 23／12／92（WED） 26／2／93（FRI） 27／2／93（SAT） 28／2／93（SUN） ～ Homet⑪wn HometOWn HometQWn
〔導朔29〕 18／工／93（MON） 26／2／93（FRI） 27／2／93（SAT） ～ 互｛OmetOWn Hometown
〔導嗣30〕 10／2／93（W鼠D） 26／2／93（FRI） 27／2／93（SAT） 28／2／93（SUN） 2 Kumasi Kumasl Kumasi

〔弱列31〕 15／2／93G賑ON） 24／2／93（WED） 25／2／93（TI－IU）

Q7／2／93（SAT）

Kumasi Kumasi騒
jumasiF

Kumasi

臨例32〕 工6／i／93（SAT） 26／2／93（FRI） 27／2／93（SAT） Hometown HometOWn HometOWn
〔購例33｝ 25／2／93（THU） HOmetOW鴛
〔事例34｝

〔纂例35） 16／】．／93（SAT） 26／2／93（FR正） 27／2／93（SAT） 28／2／93（SUN） Kumasi Kum黛sl Kumasi Kumasl

〔簗例36｝

臨例37〕

〔懲例38〕 13／エ2／92（SUN）

6／3／93（SAT）

14／12／92（MON）

@7／3／93（SUN）
Home之OWn

KL】masi

HOmetOWnB

j”m2slF

〔彗朔39〕 21／2／93（SUN）

〔漿例4⑪〕

〔東横41｝ 13／2／93（SAT） 26／2／93（FRD 27／2／93（SAT） K“masi Hometown HOInetOWn

〔禦例42〕 4／2／93（THU） 26／2／93（FRI） 27／2／93（SAT） 28／2／93（SUN） Accra　9 Hometown HometOW韮｝ HOI姐etow鞭

〔尋享例43〕 17／2／93（WED） 26／2／93（FR亙） 27／2／93（SAT） 2S／2／93（SUN） K醤masi HometOWn Hometown 蕪ometOWn

〔蜜例44〕

簾例嘆5〕 15／2／93（MON） 26／2／93（FRD 27／2／93（SAT） 28／2／93（SUN） Malnpon9 賊ometOWn HometOWn HometOWn

〔酪伽6〕

〔醜列47〕

〔禦例48〕 5／2／93（FR正）．． 26／2／93（FRI） 27／2／93（SAT） Kumasl Hometown HOmetown
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　アサソテでは死の儀礼は伝統的には月曜日，木曜日，土曜日のいずれかに行うのが慣習で

あった働。そこで新聞に掲載されている死亡の日時，通夜，埋葬と葬儀，感謝の儀式など

の死の儀礼プロセスを42日をサイクルとするアカソ暦で図式化してみると次のようになる。

（第3図参照）

　アサソテではかっていわゆる葬儀と呼ばれる死の儀礼は月曜日，木曜日，土曜田に行われ

るのが一般的であった。しかしながら，これらの事例には月曜日の事例はみられない。．木曜

日の事例には〔事例11〕〔事例12〕〔事例24〕〔事例33〕があり，日曜日の事例には〔事例6〕

〔事例15〕があり，それ以外の事例はすべて土曜日が選ばれている（これらの36の事例をみ

ると，葬儀の選日は木曜日は11．1％，土曜日は83．3％，日曜日は5．6％という結果が得られ

る）。言い換えれば，アサンテでは死の儀礼は金曜日の「通夜」に始まり土曜日の「埋葬」

と「葬儀」を経て，日曜日の「感謝の儀式」をもって終わるというプロセスからなることを

確認することができる。

　また，同じ土曜日でも，第4日目（々ωσ”¢翻醐のは0事例（0％），第11日目

（辮0ηOZ陥（3η6）は3事｛列（！0％），第18日目（メ。溺6π6）は15事：1列（50％），25日目

（”ωo％α”zθη6）は4事例（13．3％），第32日目（痂ッ珈673θ）は0事例（0％），第39日目

（々躍川島のは8事例（26．7％）である。同じ土曜日でもある特定の日が葬儀の日取りに

選ばれるのは祖先崇拝を対象としたアダエ儀礼の周期と関わっていることから説明すること

ができる。というのもアカソ暦の第！5日目にはアウクダエ＠oz‘盈磁6；ωZf舷。一磁αの，第33

日目にはアクワシダエ（αた躍αsゴ磁6；んz〃αsガーα砒θ）と呼ばれるアダエ儀礼が行おれることか

ら，同じ土曜日でもある特定の日が葬儀の日取りに選ばれるのはこれらの儀礼の終了をもっ

て開催されるからである。

　さらに，この資料から死者の儀礼は死後42日後にも行われることが確認できる（〔事例5〕

（事例14〕〔事例17〕〔事例18〕〔事例25〕〔事例29）〔事例36〕〔事1列40〕〔事例44〕）。また，死

の儀礼は約一年後にはいわゆる「二次埋葬」という儀礼が行われることも確認することがで

きる（〔事例34〕〔事例37〕〔事例46）〔事例47〕）。この儀礼は事例が少ないために断定するこ

とはできないが，約一年後に行われる死の儀礼は第18配目（月島¢6）の土曜日に行われて

いる。

　アサンテではかって死の儀礼は，死後，8日目，！5日目，40日目，80日目，1年という節

目に行われるのが慣習であったが，新聞に掲載された死亡広告で見る限りでは，40日目（正

確には42日目）と1年冒に行われているのみである。つまり，8日目，！5日目，40日目，80

日目，1年という儀礼プロセスを経て葬儀が行われるというのは，王の葬儀以外は稀れであ

るといえる。ここでは，さらに，6日の「週」と7日の「週」との組み合わせとの関わりで

死の儀礼プロセスを検討してみることが必要である。

　アサンテでは7日の「週」を“female　day”（廊　∂6γ6「女性の日」）と“male　day”（礁

η戯「男性の日」）に分類している。すなわち，“female　day”が日曜日，火曜日，水曜日，

金曜日であり，“male　day”は月曜日，木曜日，土曜日と分類される（ま3）（この分類方法はア

カソ語群のなかでも異なった循環の体系をもっている）（第2表参照）。例えば，結婚式が
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第2表　“female　day”と“male　day”

ASANT8 DAY FANTE
Female

Male

Female

Female

Male

Female

Male

Sunday

Monday
Tuesday

Wednesday

Thursday

Friday

Satur（lay

Male

Female

Female

Male

Female

Male

Female

“female　day”に行われるのに対して，埋葬や葬儀は“male　day”にそテわれる。この分類方法

に従って，死の儀礼は“fernale　day”の金曜日の通夜に始まり，“male　day”の土曜日の埋葬

と葬儀を経て，“female　day”の日曜日の感謝の儀式で終わるという構造をもっている。この

意味で，7日の「週」を周期とする暦はアサンテにおける死の儀礼の基礎的な構造をなして

いる。

　また，死の儀礼プロセスは通夜，埋葬と葬儀，感謝の儀式が行われる「時間」という座標

軸で蓑わされると同時に「空間」という座標軸でも表わされる。儀礼空間の移動について見

ると，通夜，埋葬と葬儀，感謝の儀式が行われる場は，死者がホームタウンに住んでいた場

合にはすべてホームタウンにおいて挙行され，死者が都市部に住んでいた場合には通夜，葬

儀，感謝の儀式が都市部で，埋葬はホームタウンで行われている（第3表参照）。さらに，

喪に服する人々がどのような階層からなっているかを見てみると，喪に服する人々が伝統的

な階層に属するのか近代的な階層に属するのかは死者の位階によって分化している。より重

要なのは喪に服する人々のなかに子や孫や曽孫が数多くいるかどうかという問題である。こ

れについては川田順造がモシの事例をとりあげて次のように述べている。

　「こうした仮葬式，および仮葬式後しぼらくたって準備がととのってからの本葬式で，丁

寧に名を呼ばれたたえられるのは，子や孫や曽孫，つまり後生をとむらってくれる者を大勢

この世にのこした老人だけだ。若い死者に対しては，死の直後の女たちの号泣はあるが，葬

儀らしいものは行わない」σ4）。

　アサンテでは生者の頭髪を死者に捧げるという慣習があり，この頭髪が多いか少ないかは

子や孫や曽孫が数多くいるに関おってくることで，死者の名声を測る尺度となっているので

ある。この意味で，喪に服する入々のなかに子や孫や曽孫が数多くいることは死者の名声を

測る尺度となる（第4表参照）。また，死には「良い死」と「悪い死」があり，かつてアサ

ンテでは乳児や幼児期の死や動物に襲われたり毒蛇に噛まれて死んだとか倒れた木の下敷き

になって死んだとか悪い死に方をした場合には葬式は行わずにごみ捨て場に葬りさられたと

し、う（15）。

4　「二次葬」の意味

ハンチィントンとメトカーフは，エヴァンズ＝プリチャードの死の三局面（死体，霊魂，
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第4表　死者の地位と生者の地位
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chief　mourners

sex age statUS traditionai modem
kinshlp　reiationS～vlth

窒・・@deceased　persα〕

÷十十 十十 十 →ト十十 十十 十 u A F M B Z S D N起 M GS GD
〔事例1〕 F 80 o伽羅珈 1 4 1 0 1 4 3 3 4 5 11 6

〔事例2〕 M 72 “亡WQ　S重des” 0 3 4 0 ⑪ 13 2 1 1 48

〔事例3） F 0 6 4 0 1 5 2 2 4

〔事例4） F 66 0 3 6 0 2 12 1 6 2

〔事例5〕 F ？5

〔事例6〕 M 40 “care玉eSS” 0 0 0 o 3 2 1 1

〔事例7〕 M 77 ex・corporai 0 2 1 G 2 7 9 4 2 1

〔事例8〕 F 100 o 0 2 0 6 11 5 8

邸例9〕
鍛
M

60

T8

hotel　OWner 0 7 4 1 3 18 7 6

2
4
4
2

6 5

〔事佛0〕 M 90 　　　」暑ｨフz紗z 0 1 3 0 1 2 3 9 40

漆例11〕 M ρ加7珈 ⑪ 1 6 o 0 20 ユ 5 】5

〔事例12〕 F lG7 deaconeSS 0 4 5 o 1 3 6 4 5 6

〔禦例13〕 M 0 ⑪ 2 0 1 10 1

〔軍例14） F 0 1 2 o 0 4 1 5 2

〔事例15〕 M 42 manager 0 1 2 0 ⑪ 12 ユ

〔事例16〕 F 95 o 3 1 1 0 5 5 10 4 1

〔事例17〕 M oヅ。ん。勧z8 4 13 5 0 1 o

〔事例18〕 M 60 hotei　owner o 0 4 0 ⑪ 2

〔嘉傍19〕 M 29

〔事例20〕 M 90 o 0 6 0 2 7

〔事例2王〕 M 72

〔事例22〕 M 70 Voita　Lhles
р奄窒・モ狽盾

1 0 2 o o 7 3 6 2

〔事例23〕 M 72 C．P．P． o ！ 4 0 1 3 1 4 2 3 5 1

〔事例24〕 M sα㈲溜z舵瑠 0 27 9 0 0 2 1 1 1G 8 4 5

〔事例25〕 F oタ～¢ηθηωzα 0 7 1 0 0 3

〔事例26〕 M 81 0 0 6 o 1 15 2 1 8

〔事例27） F 75 πα，εα 0 0 2 0 0 2 9 8

〔事例28） F 81 UA，C． 0 4 3 0 0 1 3 1 4 3

〔箏例29〕 M 79 hOIleきt　Labour 0 3 1 0 0 0 2 2 3 8 3 34

〔事例30｝ M 76 K℃．C． 0 2 3 0 0 0 4 6 2 6 6

〔事例31） F 90 06岬αη～π 0 2 2 0 1 2 7 6

〔鐵例32） M 74 0伍cer 0 2 3 o 0 5 1 5

〔事例33｝ ～ 0 9 4 o 0 1

〔赤鰯34｝ F 0 2 4 0 0 17 1 5 3 ユ。 3

〔事例35〕 F 55 0 4 5 0 1 15 8 10 2 2 8 2

〔事例36〕 M 60 T．D．C．（Tema） 0 1 3 0 0 1

〔票例37〕 F
〔
｝ o 1 0 o G

〔事例38〕 M ex－POliceman o ⑪ 1 0 0 7 1 2

醸脚9〕 M pharmacist

〔事｛列40〕 F παηα 0 1 1 G o 1

〔事例41〕 M αδz硲～ζ妙αフ伽 0 0 3 o 0 6 4

〔事例42〕 M 60 o 1 0 0 1 20 三 4 3

〔署糊43〕 M 0 0 2 0 0 7 1 1

〔事例44〕 F 56 0蒲cer 0 0 2 0 1 2

〔箏例45〕 M 105 o卿刀加 o 2 3 0 0 5 3 6

（鱗例46） M 0 0 0 o 0 0

〔事例47〕 M 81 0稲cer 0 o 8 ⑪ 1 13

〔事例48〕 M 　　　7O卿7朋 0
」
、 3 1 0 6 3 6
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服喪者）の様式をもとに，死体と埋葬，霊魂と死者，生者と服喪者との三角形のなかでエル

ツの図式を解読している。これらは次のような3つの説明（説明①儀礼の規模／社会的秩序

の表示⑯，説明②終末論／身体と霊魂の隠喩的な関係性／儀礼の諸形態1η，説明③生者と

死者の関係性／社会的性格の漸次的な消滅（18））をエルッの民族誌の中から簡潔に抽出する

ことができる。

　説明①は死者の社会的地位とその地位に対応した儀礼の規模（大きな葬儀と小さな葬儀）

についてとりあげている。説明②は死の儀礼のなかでも二次埋葬という特殊な形態を明らか

にする公式を提示している。説明③は死者の社会的性格が漸次的に消滅する過程を明らかに

するとともに，死者に対する記憶という形で霊魂を生者に関連させている。雷い換えれば，

説明①では死体とその処理を服喪者に関連させることで社会的な秩序がどのように明示され

るのかを明らかにしている。説明②では身体と霊魂との隠喩的な関係（エルッのことばでは

「身体の状態と霊魂の状態との一種の対称ないしは平行関係」）という死の儀礼における象

徴的な分析を行っている。説明③では生者と死者との関係を明らかにしている㈹。

　エルツが死の集合表象をめぐる論文のなかで展開したものは，死の儀礼には，死体の第一

次処理とそれに伴う儀礼としての一次葬㊥rst舞nera1）と「死」の社会的な認知を行う儀

礼としての二次葬（second　funera1）という「葬儀の二重性」があることを明らかにしたこ

とにある（20）。エルッは死の儀礼過程を「身体としての死とその直後」，「中間の時期」，「最

終の儀式」の3段階に分類している。社会的な意味での「死」はこの最終の段階の終了をも

ってはじめて完結するという図式をとっている。これらの時間的な段階は，死体，霊魂，服

喪者という死の三局面との規則的な対応関係をなしている。しかしながら，ブロックとパリ

ーは，エルッのモデルは伝統社会に普遍的にみられるモデルではなく東南アジアにあてはま

る特殊なモデルであるとして批判している（21）。これについては内堀基光が山下晋司との共

同研究のなかで次のように述べている。

　「エルツのモデルは，想像力の場における死とその解決の試みという人間文化の内包する

一般的論理を，死体の多段階的処理（複葬）を行う社会に適用した特殊モデルであり，こう

した社会こそ，死とその解決の論理が時間の持続のなかで眼に見える現象として展開される

ということを意味する。」（22）

　しかし，エルツのモデルはアサソテにおける死体の多段階的処理（複葬）の事例には適用

することができるが〔23），アサソテの場合には，死体の多段階的処理（複葬）に伴う儀礼的

な意味と社会学的な意味（特に，義務履行終了，財産の再配分と寡婦の再婚禁止条項の解

除）との関わりでとらえられなければならない（24）。

　アサンテでは死の禁忌期間は家族の場合には4田から7臼位であり，その中でも老女は40

日間に及ぶ。死者が夫であれぽ妻は8日間は不浄な期間とされ1年間は性交渉をすることが

禁じられている。逆に，死者が妻であれぽ夫は15日間は性交渉をすることが禁じられている。

寡婦は夫の葬式には重要な役割を果たしている。寡婦は埋葬される死者とともに喪に服さな

けれぽならなかった。この期間は8日間であり極めて危険な状態にあるとされている。とい

うのも「死者が舞い戻り性交渉をすると寡婦は不妊になる」と信じられていたからである。
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したがって，寡婦は死者に食物と金，特溺な衣裳を用意することが期待されていた（25＞。こ

れらの行為は今日まで続いている。しかしながら，かつては寡婦は亡夫の権利を継承する男

性に相続されてその新しい妻となる「寡婦相続」（あるいは「寡婦庇護」）と呼ばれる制度が

あったが，現在では，多くの寡婦たちは独身で生活するという事例が目立っている。これば

夫への依存力の強弱に関係しているが，農村部よりも都市部において顕著である（26）。寡婦

が「死体の多段階的処理」という死の儀礼プロセニスに関わっているのは，まさに義務履行終

了，財産の再配分，再婚禁止条項の解除という社会学的な意味によるものである。調い換え

れば，死体の多段階的処理という儀礼プロセスは〈死〉のく生〉への象徴的に置換する（あ

るいは隠喩的に置換する）文化的な装置であるといえるであろう。

　（付記）　本稿は，日本民族学会誌28回研究大会（於・東北大学）において発表した「死の

儀礼一ガーナの新聞にみる死亡広告一」にもとつくものである。なお，本稿は，平成4年度

文部省科学研究費補助金（国際学術研究）「アフリカ諸社会における女性の比較研究」（研究

代表者和田正平国立民族学博物館教授）（課題番号04041116），平成6年度文部省科学研究費

補助金（一般研究C）「アフリカにおける王権，図像，歴史表象一特に，西アフリカ，ガー

ナ共和国のアシャンティの事例を中心として一」（課題番号0661028⑳の研究成果の一部で

ある。
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